


平成23年度 -
実施期間

平成24年度 平成24年 4月 １日から平成25年 3月 29日まで

平成23年度 - 円 ※総額のみ記載してください。

支援額

（注釈参照）

平成24年度 ※総額及びその内訳を記載してください。

2,500,000 円

【内訳】

人件費 905,030

通信費 119,919

水道光熱費 69,957

旅費交通費 67,737

広告宣伝費 553,665

講師謝金 49,790

会議費 32,258

事務消耗品費 60,319

備品消耗品費 22,758

新聞図書費 41,779

地代家賃 600,000

保険料 1,620

諸会費 8,000

印刷費 4,460

支払い手数料 3,255

合計 2,540,547 円 （内 2,500,00円）

●協働事業参加組織

三重県教育委員会事務局 高校教育課 キャリア教育グループ

三重県雇用経済部 雇用対策課 若者就労支援グループ

三重県健康福祉部子ども・家庭局 子どもの育ち推進課 次世代育成グループ

【連携部局】

三重県環境生活部男女共同参画・ＮＰＯ課 ＮＰＯグループ

三重県地域振興部「美し国おこし・三重」実行委員会

●会議の実施状況

実施月日 会議の議題

４月１１日 第１回キックオフ会議 アスト津 １３時～１７時半

４月２５日 第２回会議 県庁１４時３０分～１５時３０分

５月１４日 関係部署ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 県庁１３時～１６時まで

５月２５日 関係部署ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 県庁７階

６月４日 関係部署ﾈｯﾄﾜｰｸ会議 １３時半～１５半時まで

６月１９日 関係部署会議 １４時～１６時半 県庁食堂内

マルチステーク

ホルダー（会議

体）の取組状況

７月２０日 第一回拡大会議

１３時半～１６時半 吉田山会館特別会議室



８月３日 第二回拡大会議 津庁舎６Ｆ １３：００時～１５：００時

８月７日 受入企業説明会＆研修 １３：００～

８月１６日 第三回拡大会議 議会棟３階１３１１４：００～

８月１８日 三重チャレ事前研修

８月２１日～

２４日

三重チャレ実施 企業訪問

８月２４日 高校生＆大学生 発表会準備 １３：００～

９月１日 三重チャレ発表会

9月３日 「三重チャレ」ホームページにて公開報告

９月４日 子ども・家庭局 次世代育成ネットワーク会議において事例発表

９月１４日 「三重チャレ」振り返り全体会議

９月２４日 関係部署ネットワーク会議 今後の方針決め

１０月９日 協働事業中間発表

冬休み しごと密着体験事業実施

１２月１４日 NPO室主催 企業経営と地域社会の繋がりを考えるセミナーにお

いて事例発表

２月１８日 平成２４年度 三重県小学校・中学校・高等学校キャリア教育実

践交流会シンポジウムにおいてシンポジスト

３月１３日 実施「しごと密着体験事業」において、雇用経済部 受入企業参

加

事業内容

●これまで取り組んできた内容

キックオフ会議での協働事業との顔合わせで、地域の中小企業、地域社会を結ぶ
コーディネート事業の必要性や目的について、話し合いを進める中で、皆のビジ
ョンの共有が始まり、ヒアリングをしていく為にも、まず実践事例をやってみよ
うと話が決まり、広域公募型の高校生インターンシップ「三重チャレ」の実施に
繋がった。そして９月１日に関係部局の協力のもと、「三重チャレ」発表会を開催
することができた。

三重チャレを実施することで、協働事業としてのネットワークもでき、その後、
関係部局の方々との協働も進んだ。
「三重チャレ」を実施することによっ
て、生徒の進路選択に効果があり、
学校教育現場と地域の企業の接続が
でき、地域の中小企業の人材の定着
や育成支援につながるものと思われ
る。
本事業は「三重チャレ」後に協働事業
部局の１つ県教育委員会の委託事業
「しごと密着体験事業」へと繋がり、
ＮＰＯの協働事業である「三重チャ
レ」と「しごと密着体験」は合わせて
プレゼンや発表を重ねている。





２．雇用経済部の発信で、公立高校以外（民間の高校）への情報提供も実施するこ
とができ、参加高校生の多様化を生んだ

３．子ども・家庭局との協力で、「次世代育成ネットワーク」の場などで事例報告
を実施し、多くの企業関係者に事業の発信ができた

４．県教育委員会の全面的なバックアップ体制の元で、高校生の安心安全が確保で
き、また進路指導の先生方との連絡体制もとれた
その他、県の他部署のバックアップも得られ、事業を進めることができた。

＊三重チャレの取組発表
１．９月３日実施の子ども・家庭局主催行事における「三重チャレ」の事例発表
２．県教育委員会主催、県内小、中、高校進路指導の先生方とのキャリア教育実践

シンポジウムにおける発表
３．三重県主催「経営戦略としての社会貢献活動」における事例発表

【構築できた仕組み等】
実際に「教育ＣＳＲ」をモデル的に実践したことを通じて、
①「教育ＣＳＲ」実施にあたって必要な取組み（受け入れ企業向け勉強会、生徒
向け事前研修会など）のノウハウを得ることができた

②地域の企業、行政機関、学校（生徒）をつなぐネットワークの基礎ができた
③「教育ＣＳＲ」とはどのようなことを目指すのか、どのような効果があるのか、
などを、事例発表などの機会を通じて地域に発信し、共感者を増やすことがで
きた（認知が広がった）

また、モデルとして取り組んだ効果が認められ、平成25年度は三重県教育委員
会において「三重チャレ」の仕組みが事業化された。

【本事業に関するホームページ】
http://kyoiku-csr.com/index.html

（キャリア教育 三重、教育CSR 三重で検索）

・地元企業や経営者と出会える。

・地元の人材育成を通じて社会
貢献ができる。
・ビジネスマナーが身につく。

・社会へ一歩を踏み出すことがで
きる。
・働くことへのイメージがわく。







※３月１３日 三重県教育委員会委託事業 津高校生「しごと密着体験」事業実

施

【実践後の発表】
１．９月３日実施の子ども・家庭局
発表

２．県教育委員会主催、県内小、中
育実践シンポジウムにおける発表

３．三重県主催「経営戦略としての

達成に向けて行った工夫 または 未

今後は、県教育委員会、子ども・家庭
ネットワークの持続継続を目指し、今

企業開拓も進め、１５社から３０社～

教育ＣＳＲのＨＰの充実に努める。

「三重チャレ」「しごと密着体験」
で実施決定。

評価ランク現状の

自己評価 □Ｓ：特に優れた成果が得られた ☑Ａ

□Ｂ：一定の成果が得られた □Ｃ：

が得られなかった

（該当する評価にチェックを付けてくだ
主催行事における「三重チャレ」の事例

、高校進路指導の先生方とのキャリア教

社会貢献活動」における発表

達成の原因及び講じた改善策

局、雇用経済部など、今回の協働事業との
後も実践事例を増やしていくつもりである。

５０社規模に増やしていく。

を２５年度も三重県教育委員会委託

：優れた成果が得られた 

限定的であるが成果が得られた □Ｄ：成果

さい）


